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患者さんへの 
“ベストアンサー” シリーズ9
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妊娠すると，歯がもろくなるって本当？

先日，妊娠がわかりました．実家に報告したところ，祖母に
「おめでとう！　でも“一子を得れば一歯を失う”っていうし，

歯には気をつけてね」と，いわれました．昔からある言葉だそうですが，「妊娠すると，赤ちゃんにカルシウムを取られて歯が
もろくなる」というのは本当ですか？

妊娠すること自体が歯をもろくすることはありません
昔は，妊娠・出産をくり返すうちに歯の健康を損なってしま

う方が多かったため，「一子を得れば一歯を失う」＝「赤ちゃん
にカルシウムを取られて歯がもろくなる」といわれていたよう

ですが，この説には根拠がなく，妊娠すること自体が歯をもろくするようなことはあ
りません．

妊娠と，妊婦の歯の健康
●妊娠期の栄養摂取
赤ちゃん（胎児）の発育には多くの栄養素（タンパク質，カルシウム，マグネシウム，鉄分，葉酸，

亜鉛，食物繊維，各種ビタミンなど）が必要とされ，これらの栄養素は母体から供給されます．

通常は，妊婦が食事により摂取した栄養素が血液中に吸収され，それが子宮まで運搬されて，胎児の

発育のために使われますが，つわりによる食欲不振や食生活の乱れ（偏食，少食など）により血液中の

栄養素が不足すると，母体に蓄えられていた栄養素が補足的に使われることとなります．
そのため，血液中のカルシウムの量が不足した場合には，それを補うために母体の骨からカルシウム

が提供され，一時的に骨量の減少が見られることもあります．しかし，胎児の発育のために，母体の歯

からカルシウムが溶出して使われることはありません．骨は，一時的に減少しても細胞の働きによって

再び新生されますが（骨代謝），歯にはこのような代謝機能が備わっていないからです．●妊娠期のむし歯（う蝕）と，その予防母体の歯のカルシウムが，直接的に胎児に提供されることはありませんが，妊娠期は歯が溶けやすく

なる（脱灰しやすくなる）というのは事実です．これは主に，①つわりによる嘔吐や胃酸の逆流と，それに伴う口腔内の酸性化
②食事回数の増加による食べかす（食渣）の増加③つわりによる歯みがきの困難などが原因で，口腔環境が不良となるためです．基本的に，歯を失う主な原因は「う蝕」と「歯周病」であり，これらはいずれも，口腔内に定着した

細菌によって生じる感染症です．妊婦の“酸性化して食渣の残りやすい口腔内”は，う蝕の原因菌

（ミュータンス菌）や歯周病原細菌にとっては好環境であるため，もし，妊娠期に急激な歯の異常を認

めた場合は，上記に挙げたような要因で口腔環境が不良になった結果，歯が脱灰してしまったか，何ら

かの口腔疾患に罹ってしまった可能性が高いでしょう．つまり，昔は「一子を得れば一歯を失う」こと

が多かった本当の理由とは，“赤ちゃんにカルシウムを取られて歯がもろくなるから”ではなく，“妊娠

期は口腔環境が不良になりやすく，口腔疾患に罹りやすいから”であると考えられます．
食生活に気をつけて必要な栄養素をバランスよく摂取することや，歯みがきをしっかり行って口腔内

を清潔に保つこと（プラークコントロール）に気をつけていれば，歯を失うような結果を招くことには

ならないでしょう．
最近は，口腔の健康に関心の高い女性が多くなっています．また，妊娠期にも「つわりで辛いけれど，

頑張って歯みがきしています」「うがいだけでも，こまめにするよう気をつけています」と，意識的に

口腔ケアに取り組む妊婦が増えてきており，昔のように妊娠・出産をきっかけに歯がボロボロになって

しまうような方は，最近ではほとんど見られなくなりました．

N O T E

　プレママ（妊婦さん）は何をするにも“赤ちゃん
が最優先”．歯科治療に対しても「麻酔薬は赤
ちゃんに影響しない？」「レントゲン撮影しても大
丈夫？」など，心配は尽きません．
　本書では，実際にプレママから寄せられた疑
問・質問をもとに，プレママの心に寄り添うやさし
いアンサーをまとめました．プレママ本人はもちろ
んのこと，そのご家族や，妊婦歯科健診や保健指
導にあたっている医療従事者の皆様にも，ぜひ
お読み頂きたい一冊です．

Q & A
●妊娠すると，歯がもろくなるって本当？
●妊娠すると，歯や口の病気になりやすくなるの？
●赤ちゃんの骨や歯は，いつ頃できるの？
●親にむし歯が多いと，子どももむし歯になりやすい？
●妊娠にそなえて，歯や口について注意すべきことはある？
●むし歯や歯周病は，赤ちゃんにどう影響するの？
●つわりがひどくて体調が悪いとき，歯みがきはどうすればいい？
●歯ぐきが，ぷっくり腫れてきた！　これって歯肉炎？　それとも…？
●妊娠していても，歯科治療は安全に受けられる？
●歯列矯正治療の継続中に妊娠がわかった場合，どうすればいい？
●歯科治療時のレントゲン写真（エックス線写真）は，撮っても大丈夫？
●歯科麻酔薬は，赤ちゃんに影響しない？
●処方されたお薬は，服用しても赤ちゃんに影響しない？
●出産後の歯と口について，どんなことに気をつけたらいい？
●生まれてすぐの赤ちゃんの口に，白いものが？

NOTE
●妊娠と，妊婦の歯の健康
●妊娠に伴う母体の変化・生活習慣の変化と，口腔内への影響
●胎児の歯の形成時期と，歯の発育に必要な栄養素
●ミュータンス菌の伝播と，子どものう蝕
●妊娠前から気をつけたい，歯と口腔の健康管理
●妊産婦の歯周病やう蝕が，子どもに及ぼす影響
●妊娠期の口腔ケア
●妊娠期に見られやすい歯肉の異常
●妊娠期の歯科治療にあたって
●妊娠期の歯列矯正治療と，一般的な歯科治療
●歯科用エックス線写真撮影について
●妊婦に対する歯科麻酔について
●妊産婦に対する薬剤投与は慎重に
●出産後の母子の歯と口腔の健康
●新生児の口腔内の問題（上皮真珠と先天歯）
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